
ハ
上
中
島
〉
マ
湯
上
清
水
幸
一
宅
H

日
目
前
9
・

m
i
n
マ
有
山
早
崎

順
宅
H
同
日
後
1
t
3

〈
加
積
〉
マ
上
村
木
母
子
授
H
同
日

前
9
・
m
l後
3

マ
横
枇
広
瀬
義

雄
宅

H
m日
後

1
t
3

〈
大
町
〉

マ
大
町
小
学
校
H
お
目
前

、1
'

nu
h
'
i円

L

〔
、
‘
ヨ
リ
、4
1
1

〈
天
神
〉
マ
東
尾
崎
谷
口
長
造
宅
H

お
日
後
1
i
3

八
松
倉
V

マ
鹿
熊
肥
塚
日
吉
丸
宅
H

幻
目
前
9
・
初
、
(
叩
・
叩
マ
観
音

堂
間
以
協
松
倉
支
所
前
日
幻
目
前
日

-

4
'
'
n
H
U
 

-a'4
円
ペ

U

〈
経
団

V

4
1
1

、，t
円べ
U

受
け
て
み
ま
せ
ん
か
。
(
無
料
)

川

マ
松
倉
地
区
婦
人
体
力
テ
ス
ト

H
m月
川

行
日
午
後

1
時
か
ら
松
倉
小
学
校

地

区

運

動

会

結
核
の
早
期
発

各
公
民
館
が
主
催
で
地
区
別
に
運

川

住

民

検

診

見
の
た
め
、
住
民

動
会
が
行
な
わ
れ
ま
す
が
、
そ
の
日

川

検
診
を
行
な
っ
て

程
は
次
の
と
お
り

川

い
ま
す
。
今
月
で
終
わ
り
ま
す
の

マ
道
下
、
西
布
施
地
区

H
m月
刊
白

川
で
、

ぜ
ひ
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

(日〉

川
八
本
江
〉
マ
魚
津
保
健
所
H

叩
月
6

マ
松
倉
、
本
江
、
加
積
、
経
団
地
区
川
目
前
9
・
旬
、l
後
3

マ
魚
崎
博
保
健

日
叩
月
間
日

(
日
)

川

所

H
7
日
後
1
1
3

マ
港
運
輸
前

マ
上
中
島
地
区
H
什
月
3
日
(
火
)
川

H
m
目
前
9
・
叩

l
ロ

場
所
は
い
す
れ
も
小
学
校
校
庭

“川
八
材
木

V

マ
村
木
小
学
校

H
7
日
前

'
l
l
I
l
l
i
t
-
-
B
i
l
l
i
-
-
-ー
ー
ー
ー
」
H

}

。!2

-

ー

l

l

'

-

H

{

、

qui---

一

今

月

の

納

税

一

川

一

d

J
〈

i
1

一川
〈
道

下

〉

マ
青
島
社
宅
H

日
目
前
9

一

市

県

民

税

第

三

期

分

可

・

初

、

{

ロ

一

q
H
Z
t
o
-
-
3
?
「
一
川
八
上
野
方

V

一

納

期

限

は

叩

月

引

日

で

す

一

-

-

叫

唱

|

、

，

t
q
u
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人口のうごき (8月末)

位帯数 11. 634 ill: ~ff 

人口男 22.618人

女 24.616人

(男) (女)

45人 35人
17 9 
75 61 
53 41 

秋
の
体
力

や
つ
く

り
運
動

川
月
8
目
、
日
目
、
午
前
叩
時
か

ら
け
時
叩
分
ま
で

V
場
所
H
火
の
宮
町
、
勤
労
青
少
年

ホ
ー
ム

叩
月
日
日
は
「
体
育
の
日
」
で
す

こ
の
日
を
中
心
に
全
国
で
い
ろ
ん
な

行
事
が
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
で
も
、
市
民
の
体
力
づ
く
り
の

一
つ
と
し
て
、
叩

i
H月
に
次
の
よ

う
な
行
事
を
計
画
し
て
い
ま
す

の

で、

み
な
さ
ん
ふ
る
っ
て
ど
参
加
く

だ
さ
い
。

生
亡
入
出

出
死
転
転

-
e
I

o

，i 

p

‘
i

』

5
唱

壮
年
体
力
テ
ス
ト

泊
り
地
を
二
倍
に
拡
張

〆寸 白司 〕

三
十
歳
以
上
の
人
を
対
象
に
体
力

テ
ス
ト
を
刊
月

1
日

(日
)
午
前
川

時
か
ら
午
後
3
時
ま
で
、
勤
労
青
少

年
ホ
l
ム
で
行
な
い
ま
す
。

テ
ス
ト
斜
目
は
、
反
復
横
と
ぴ
、

垂
直
と
ぴ
、
握
力
、

ジ
ク
ザ
グ
ド
リ

ブ
ル
'な
ど
で
す
。
健
康
な
か
ら
だ
を

保
つ
た
め
、
あ
な
た
も
ぜ
ひ
検
査
を

ム ル~~y~き で，、1':<Q↓'prx:sr

有
峰
へ
・
:
歩
こ
う
会

マ
経
団
連
絡
所
H
幻
日
後

第

四

次

修

築

事

業

を

す

す

め

る

川
月
は
叩
日

(日
)
貸
し
切
り
パ

ス
で
有
峰
へ
行
き
ま
す
。
有
怖
で
は

折
立
l
青
年
の
家
間
往
復
ゃ
く
八
キ
ロ

M
を
歩
く
乙
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

参
加
希
望
者
は
会
費
大
人
五
百
円
、

小
人
三
百
円
を
添
え
て
、
日
月
ロ
日

(
月
)
ま
で
、
市
教
育
委
員
会
社
会

教
育
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

車
の
関
係
で
七
十
名
に
な
り
次
第
締

一一

め
き
り
ま
す
。

一一

当
日
、
市
役
所
前
を
午
前
8
時
叩

ニ

分
に
出
発
し
ま
す
か
ら
、
参
加
者
は

ニ

午
前
8
時
加
分
ま
で
に
中
食
お
持
ち

の
う
え
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

経
団
漁
港
の
第
四
次
修
築
事
業
は
、
昨
年
か
ら
五
か
年
計
画
で
は
じ
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
完
成
し
ま
す
と
、
港
内
は
い
ま
の
や
く
二
倍
に
拡

張
さ
れ
、
水
深
も
四
・
五

M
に
な
り
、
百
五
十
J
級
の
大
型
漁
船
が
出
入

り
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
港
の
背
後
地
に
は
、
漁
船
修
理
場

や
資
材
倉
庫
な
ど
も
つ
く
ら
れ
、
遠
洋
漁
業
基
地
と
し
て
大
き
な
役
割
を

果
す
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

ガ
ン
の
早
期

発
見
を
目
的
に

子
宮
ガ
ン
、
胃

ガ
ン
検
診
を
行

な
い
ま
す
。
検
診
希
望
者
は
、
市
保

険
衛
生
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
定
員
に
な
り
次
第
・
締
め
切
り
ま

す
。

マ
雄
峰
団
地
H
日
日
後

婦

人

検

診

と

胃
ガ
ン
検
診

S52310::三:秋 111く富14ま|市職員採用試験 |12Fぞ堅持決
止り すい 月 :公 fの | いわ 山月 験れ I..--1"7'"，.;......."'..，-，-/ .......... ~，~， と乙い部れか ーi の

にを 0 に 6 涌 i公 | 合し中 18と た 1mにんる内てら否木
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新

し、

し救

難

船

雄

山

丸

で

き

る

千
七
百
万
円
、
①
岸
壁
、
物
揚
場
、

船
揚
場
の
造
成
一
億
五
千
三
百
万
円

①
用
地
や
道
路
造
成
(
一
万
二
千
平

方
抗
)
に
一
億
一
千
万
円
が
か
け
ら

れ
る
と
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
な
お

事
業
費
の
半
額
二
億
一
千
二
十
五
万

円
が
国
の
補
助
金
で
施
行
さ
れ
ま

す。
第
四
次
計
画
は
、
昨
年
か
ら
始
め

ら
れ
ま
し
た
が
、
判
年
度
は
一
千
三

百
万
円
で
九
千
七
百
八
十
平
方
M
の

土
地
買
収
を
し
、
何
年
度
は
二
千
三

百
万
円
で
二
千
九
十
平
方
M
の
用
地

買
収
、
住
宅
八
一
戸
、
倉
庫
二
機
の
移

転
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
北
防
砂
堤
二
十
M
を
の

ば
し
港
内
に
土
砂
が
流
入
し
な
い
よ

う
に
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
事
業
費
は
四
億
二
千
五

十
万
円
で
、
事
業
の
内
訳
は
、①
防
砂

堤
、
航
路
、
停
泊
地
を
水
深
四
・
五

況
に
し
ゅ
ん
せ
っ
す
る
の
に
一
億
五

新
鋭
設
備
を
し
た
鉄
鋼
船
に

経
田
漁
港
は
、
昭
和
お
年
か
ら
や

く

一
億
五
千
万
円
を
か
け
て
整
備
さ

れ
て
き
ま
し
た
が
、
漁
船
の
大
型
化

に
と
も
な
っ
て
港
内
が
せ
ま
く
な
り

ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
第
四
次
修
築

事
業
が
五
か
年
計
画
で
す
す
め
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

計
画
に
よ
り
ま
す
と
、

い
ま
の
経
団
漁
港
の
北
側

を
掘
り
上
げ
て
港
内
を
や

く
二
倍
の
五
万
平
方

M
に

し
、
水
深
も
航
路
や
停
泊

地
が
四

・
五
M
に
な
り
ま

す。
新
し
く
つ
く
ら
れ
る
岸

壁
延
長
は
四
百
五
ば
に
も

な
り
、
百
五
十
J
級
の
大

型
漁
船
三
十
隻
余
り
が
け

い
留
で
き
ま
す
。

港
内
の
施
設
と
し
て
は

一
万
二
千
六
百
平
方

M
(

七

O
M
×
百

M
)
の
船
揚

場
、

一
万
一

千
平
方

M
の

荷
捌
所
と
野
積
場
、
と
れ

を
と
り
ま
く
幅
二
十
M
の

道
路
な
ど
が
取
り
つ
け
ら

議努

救
難
船
「
雄
山
丸
」
が
鉄
鋼
船
に

生
ま
れ
変
わ
り
、
そ
の
竣
功
式
が
9

月
お
日
に
あ
り
ま
し
た
。

新
し
い
雄
山
丸
は
、
全
長
十
七

M

幅
四
・
二
抗
、
総
ト
ン
数
三
十
五

2

七
三
J
、
二
百
三
十
馬
力
デ
1
ゼ
ル
'

エ
ン
ジ
ン
を
つ
け
、
十

・
五
ノ
ッ
ト

で
航
行
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
放
水
用

エ
ン
ジ
ン
を
も
ち
、
走
り
な
が
ら
五

か
所
か
ら
放
水
も
で
き
ま
す
。
乙
の

ほ
か
、
レ
ー
ダ
ー
、
方
向
探
知
機
、

電
波
測
深
機
、無
線
機
、救
命
索
発
射

者 rt;

婦
人
車
球
ス
ポ
ー
ツ
教
室

婦
人
を
対
象
に
し
た
卓
球
ス
ポ
ー

ツ
教
室
が
行
な
わ
れ
ま
す
。
初
心
者

の
指
導
も
行
な
い
ま
す
の
で
、
遠
慮

な
く
参
加
し
、
卓
球
で
体
力
づ
く
り

に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。
受
講
料
は

照
料
o

v開
設
日
時

H
m月
4
日
、
日
目
、

?黍受動

十
一

個
所
の
土
木
災
害
復
旧
に
三
千

三
百
四
十
万
円
な
ど
が
計
上
さ

れ

た。
こ
れ
に
対
す
る
収
入
と
し
て
は
、

市
税
等
の
伸
び
を
二
千
九
百
四
十
万

円
を
見
込
み
、
国
庫
支
出
金
二
千
九

百
三
十
二
万
円
、
県
支
出
金
二
千
五

百
五
十
三
万
円
、
市
債
一
千
三
百
八

十
万
円
な
ど
計
上
さ
れ
た
。

V
新
川
地
区
広
域
市
町
村
圏
協
議
会
設

置
に
つ
い
て

国
で
は
糾
年
度
か
ら
広
域
市
町
村

圏
を
設
定
し
ま
し
た
が
、

新
川
地
区

は
7
月
別
日
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

乙
の
圏
域
計
画
を
た
て
る
た
め
、

事
務
処
理
の
機
構
と
し
て
、
新
川
地

区
広
域
市
町
村
圏
協
議
会
が
設
置
さ

れ
、
そ
の
規
約
が
き
ま
り
ま
し
た
o

v任
期
満
了
に
と
も
な
う
教
育
委
員
に

小
沢
達
三
氏
(
六
十
三
歳
、
友
道
〉

を
任
名
す
る
と
と
に
同
意
が
あ
り
、

ま
た
、
人
権
擁
護
委
員
に
本
田
正
一

氏
(
五
十
四
歳
、
経
田
中
町
)
が
推

薦
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

次
の
と
お
り
。

北
鬼
江
踏
切
遮
断
機
と
交
通
事
故

防
止
の
た
め
の
道
路
標
識
設
置
に
九

十
九
万
円
、
農
業
構
造
改
善
事
業
に

一
千
六
百
五
十
万
円
、
米
の
生
産
調

整
対
策
の
作
付
転
換
に
と
も
な
う
機

械
導
入
に
対
す
る
補
助
金
三
百
四
十

九
万
円
、
市
単
土
地
改
良
十
か
所
に

二
百
十

一
万
円
、
鹿
熊
線
林
道
三
百

五
十
M
お
よ
び
ほ
か
の
林
道
開
設
に

三
百
五
十
九
万
円
、
魚
津
漁
協
荷
捌

所
と
経
団
漁
港
修
築
費
が
追
加
認
京

さ
れ
た
の
で
三
百
六
十
万
円
な
ど
計

'
l」

道
路
舗
装
費
は
、
一
千
二
百
万
円

見
込
ま
れ
、
と
れ
で
要
望
個
所
の
八

O
軒
近
く
が
舗
装
さ
れ
る
D

そ
の
ほ

か
上
中
島
九
号
線
改
良
に
三
百
六
十

万
円
、
道
路
維
持
修
繕
と
改
良
に
四

百
万
円
、
市
役
所
前
の
公
闘
を
整
備

す
る
費
用
四
百
五
十
万
円
、
石
垣
地

内
の
埋
蔵
文
化
財
の
発
掘
、
松
倉
城

祉
の
整
備
に
百
六
十
七
万
円
、
小
中

学
校
の
管
理
費
二
百
三
十
三
万
円、

科
年
度
発
生
の
河
川
、

道
路
、
橋
二

新
川
地
区
広
域
市
町
村
圏
協
議
会

設
置
な
ど
十
議
案
を
可
決

ー-

経回漁港イ繰言十併面図

ー

一
般
会
計
補
正
予
算
は
一
億
五
百
万
円
|

む
陀
河
川
釜
山

ル代…比一一誠一一

ぷ…一事…

9
月
定
例
市
議

会

は、

9
月
同
日
招
集
さ

れ
、

一
般
会
計
補
正
予

算
な
ど
十
議
案
に
つ
い

て
提
案
理
由
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た。

げ
日
は
代
表

・一

般
質
問
が
行

な
わ
れ、

各
議
案
の
審
査
は
委
員
会

に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

Mm
日
再
開
さ
れ
た
市
議
会
に
お
い

て
は
、
水
道
事
業
会
計
決
算
を
、
決

釘
特
別
委
員
会
へ
付
託
す
る
乙

と

と
し
、
九
議
案
は
原
案
ど
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
追
加
提
案
の
教

育
委
員
の
任
命
同
意
な
ど
二
議
案
も

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

八
お
も
な
議
案
V

V
一
般
会
計
補
正
予
算

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
一
億
五
百
四

十
六
万
円
追
加
さ
れ
、
予
算
総
額
は

十
六
億
九
千
三
百
九
十
二
万
円
と
な

り
ま
し
た
。

支
出
の
お
も
な
も
の
は

芸術の秋を迎え、第10回魚津市

美術展が11月 1月から 3日まで市

民会館と図書館でひらかれます。

市ではこの美術展の作品を募集し

ていますので、みなさんふるって

ど応募ください。

b出品者の資格=本市在住者および

市内勤務者、出身者とし、作品は

未発表のもの

b作品の区分

①一般の部

1 ~ß=絵画 (日本画、 礼tl画、 水彩
画、版画) 2部=彫刻、工芸

3部=書 4部=写真 5部=華

道

①教育の部〈小中学生〉

図画、書道、工作

b出品点数=1人2点以内

b規格=日本画、洋画は額を含めて

幅 2r，v以内。彫刻、工芸は制限な

し。書は額またはわく張りでl隅1
G以内。写真は組写真を除き 4つ

切り以上o カラーはプリントとし

6つ切以上とする。

b申し込み=10月24日(土〉正午ま

で市教育委員会へ

[>出品者は、所定の出品票をはり10
月30日午前10時から午後51時まで

に図書館へ搬入してください。

あまた初予艇を翠
旬、γ 美補選び守.~ケ附

一一(1 )一一_45.10. 1 
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市街地周辺の

るヰ・仇
、aA・』域地途用

住居・商業・工業・準工業の 4つに区分

市
内
の
国
道
八
号
線
か
ら
海
岸
寄
り
の

市
街
地
、
ゃ
く
四
百
三
十
八
診
は
都
市
計

画
法
に
も
と
づ
く
「
用
途
地
域
制
」
が
施

行
さ
れ
、
住
居
、
商
業
、
工
業
、
準
工
業
の
四

つ
に
区
分
さ
れ
る
と
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
た
め
建
物
を
建
築
す
る
場
合
に
制

限
さ
れ
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

建
築
制
限
に
ご
注
意
|
|

村
も
こ
の
問
題
の
解
決
と
、
こ
れ
以

上
の
市
街
地
の
無
秩
序
化
を
防
ぐ
た

め
懸
命
の
努
力
を
し
て
お
り
ま
す
。

市
で
は
、
市
街
地
を
計
画
的
に
発

展
さ
せ
る
た
め
、
用
途
に
応

じ
た
秩
序
あ
る
都
市
を
育
成

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

住
居
、
商
業
、
工
業
、
準
工

業
の
建
物
別
に
建
築
区
域

を
指
定
す
る
と
と
に
し
ま
し

た。
乙
れ
は
都
市
計
画
法
に
も

と
づ
い
て

「
用
途
地
域
制
」

を
実
施
す
る
も
の
で
、
い
ま

ま
で
は
、
ど
ん
な
建
物
を
建

て
て
も
よ
か
っ
た
の
で
す

が、

8
月
日
日
に
告
示
さ
れ

て
か
ら
は
、
法
律
に
も
と
づ

く
制
限
が
加
え
ら
れ
る
と
と

に
な
り
ま
し
た
。

(
2
月
に

計
画
を
縦
覧
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
〉
乙
の
た
め
、
市
民

の
み
な
さ
ん
に
は
、
指
定
地

域
な
ど
十
分
知
っ
て
い
た
だ

き
、
今
後
の
建
築
計
画
を
お

た
て
に
な
る
よ
う
お
願
い
し

わ
が
国
の
経
済
成
長
の
い
ち
じ
る

し
い
発
展
と
、
産
業
構
造
の
日
度
化

が
め
ざ
ま
し
い
な
か
で
、
市
民
生
前

に
も
っ
と
も
身
近
か
な
環

境
衛
生

と
、
公
害
な
ど
の
都
市
問
題
が
、

民

近
と
く
に
新
聞
や
テ
レ
ビ
な
ど
で
報

じ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
乙
と
に
市
街

地
周
辺
に
、
多
く
発
生
し
、
県
や
市
町

rt: 

読
書
の
秋
。
叩
月
幻
日
か
ら
読
書
週
間
も
は
じ
ま
り
ま
す
。
市
立
図
荒
川

館
に
は
、
四
万
八
千
附
の
本
が
あ
り
、
み
な
さ
ん
の
ご
利
用
を
待
っ
て
い

ま
す
。
つ
ぎ
に
図
書
館
の
利
用
状
況
を
な
ど
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

多
い
児
童
書
の
利
用

第 3種郵便物認可

立

書

図

<1年間の利用状況>
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館

ま
す
。指

定
地
域
で
建
築
制
限
さ
れ
る
お

も
な
も
の
は
次
の
と
お
り
。

住

居

地

域

(
面
積
三
一
二

・
八
お
〉

キ
ャ
バ
レ
ー
、
待
合
、
劇
場
、
映
画

館
、
大
中
小
規
模
の
工
場
な
ど

商

業

地

域

(
三
四

・
四
か
〉

大
中
規
模
の
工
場

準
工
業
地
域
(
三
八
・

五
診
〉

大
規
模
の
工
場

工
業
地
域
(
四
三
・
六
お
)

旅
館
、
ホ
テ
戸
、
病
院
、
料
理
底
、

劇
場
、
映
画
館
な
ど

圧囲エ勢崎-
[2z1車場湾政
監週連IJ<<地政
区ごヨ住居絶感

べ
た
い
乙
と
、
知
り
た
い
と
と
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
図
書
館
に
お
い
で
に

な
る
か
、
電
話
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

あ
な
た
が
お
知
り
に
な
り
た
い
こ
と

に
つ
い
て
の
資
料
を
提
供
し
ま
す
口

そ
の
際
、
お
の
ぞ
み
の
資
料
が
な

か
っ
た
と
き
は
、
他
の
図
書
館
や
研

究
施
設
な
ど
に
連
絡
し
、
資
料
を
と

り
ょ
せ
る
乙
と
も
い
た
し
ま
す
。

①
親
と
子
が
い
っ

し
ょ
に
読
み
話
し

あ
え
る
本

こ
ん
な
本
が

あ
り
ま
す

通
算
年
金
を
ご
存
じ
で
す
か

国
民
年
金
を
含
む
通
算
は
二
十
五
年
間

マ
:
・
わ
が
国
の
年
金
制
度
は
、
勤
め
先

に
よ
り
ま
ち
ま
ま
ち
で
、
現
在
八
つ

の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

①
国
民
年
金
・
・
・
農
業
や
商
売
の
人

①
厚
生
年
金
・
:
会
社
員
①
船
員
保

険
:・船
員
①
国
家
公
務
員
共
済
・:

国
の
役
所
の
職
員
①
地
方
公
務
員

共
済
・:
県
や
市
町
村
な
ど
の
職
員

①
農
林
共
済
:
・
農
協
、
漁
協
な
ど
の

峨
員
⑦
公
共
企
業
体
共
済
:・

国

ー
ー
老
人
の

一
健

康

診

断

老
人
の
健
康
を
守
る
た
め
に
、
下

野
方
、
上
野
方
、
下
中
島
地
区
に
在

住
の
六
十
五
歳
以
上
の
人
を
対
象
に

し
た
健
康
診
断
を
行
な
っ
て
い
ま

す。

該
当
者
は
、
日
月
引
日
ま
で
の

聞
に
健
康
保
険
証
と
市
か
ら
配
布
ず

み
の
受
診
票
を
お
持
ち
の
う
え
、
市

内
の
内
斜
医
の
医
院
で
検
診
を
受
け

で
く
だ
さ
い
。

受
診
料
は
、
一
般
診
査
お
よ
び
精

密
検
査
の
所
定
項
目
が
無
料
、
関
連

診
査
が
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

①
丈
夫
な
良
い
子
に
育
て
る
育
児
、

し
つ
け
、
教
育
の
本

①
家
族
の
健
康
を
守
る
家
庭
医
学
、

栄
養
、
料
理
の
本

ぷ

④
毎
日
の
生
活
を
楽
し
く
、
ぅ

炉
る
お
い
の
あ
る
も
の
に
す
る
庖

』

味
、
教
養
、
娯
楽
の
本

、
①
よ
り
農
か
な
生
活
を
す
る
た

め
の
実
用
の
本

①
明
る
く
楽
し
い
小
説
や
読
み

も
の

①
調
査
研
究
の
参
考
図
書開

館
時

吋
開
館
時
間
と
休
日
間
は
午
前

9
時
叩
分

か
ら
午
後
6
時
ま
で
、
児
童
室

a

は
午
後
1
時
か
ら
午
後
5
時
ま

魁
で
で
す
。
休
館
日
は
、毎
日
曜
日

圃

と

祝

祭
日
な
ら
び
に
月
末
で
す

.
新
刊
図
書
ご
案
内

マ
道
H
高

4

田
好
胤

』

へ

書
名
と
著
者
)

‘

マ
公
告
を

考
え
る
H

橋
本
道
夫
マ
戦
国
武
将

二
十
五
人
の
手
紙
H
岡
本
良
一
マ

南
極
H

鳥
居
鉄
也
編

マ
間
取
り
の

ひ
け
つ
H
吉
国
桂
二
マ
現
代
の
性

H
奈
良
林
祥

マ
エ
ベ
レ
ス
ト
大
滑

降
H
三
浦
雄
一
郎
マ
女
性
ド
ラ
イ

バ
ー
専
斜
H
生
内
玲
子

マ
生
命
あ

る
限
り
H
包
野
綾
子

鉄
、
専
売
公
社
な
ど
の
職
員
③
私

立
学
校
共
済
・
:
私
立
学
校
の
教
職
員

マ
・
:
国
民
年
金
制
度
本
来
の
老
齢
年
金

は
、
二
十
年
な
り
二
十
五
年
間
の
納

付
済
期
間
な
ど
が
必
要
で
す
。
し
か

し
、
制
度
単
独
で
期
聞
を
満
た
せ
な

い
場
合
、
各
制
度
に
加
入
し
た
期
聞

を
つ
な
ぎ
あ
わ
せ
て
、
一
定
の
年
数

以
上
に
あ
る
と
き
は
、
通
算
老
齢
年

金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

な
お
、
国
民
年
金
以
外
の
年
金
制

度
で
通
算
す
る
と
き
は
二
十
年
、
国

民
年
金
を
含
む
場
合
の
通
算
は
二
十

五
年
間
の
期
間
が
必
要
で
す
。
し
か

し
、
年
齢
に
応
じ
て
十
年
か
ら
二
十

四
年
ま
で
期
間
が
短
縮
さ
れ
て
い
ま

す。野

犬

掃

運

動

狂
犬
病
予
防
注
射
と
登
録
を
受
け
よ
う

県
で
は
叩
月
末
ま
で
「
野
犬
一
知

巡
動
」
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

マ
犬
を
飼
っ
て
お
ら
れ
る
人
は
登
録
と

注
射
を
受
け
、
人
を
佼
ん
だ
と
き
は

保
健
所
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。
犬

は
つ
な
い
で
お
き
ま
し
ょ
う
。

マ
不
用
犬
は
一
頭
百
円
で
買
い
上
げ
ま

ず
か
ら
保
健
所
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い

マ
野
犬
が
い
た
ら
保
健
所
へ
通
報
す
る

な
ど
野
犬
一
掃
に
ど
協
力
く
だ
さ
い

〈
狂
犬
病
予
防
注
射
と
登
録
日
程
〉

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
が

は
じ
ま
り
ま
す
。
生
一
後
九
十
一
日
以

上
の
犬
は
必
ず
登
録
と
予
防
注
射
を

す
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

日
月
日
日
か

ら
げ
日
ま
で
行

政
管
理
庁
が
全

国
い
っ
せ
い
に

行
な
う
行
政
相

談
週
間
で
す
。

当
市
で
は
と
の

週
間
に
ち
な
ん

で
、
次
の
よ
う

に
巡
回
行
政
相

談
を
行
な
い
ま

す。

ま
た
、

ζ

の
相
談
と
あ
わ
せ
て
、

移
動
市
民
相
談
室
お
よ
び
心
配
ご
と

相
談
所
も
ひ
ら
き
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

マ
叩
月

η
日
H
上
中
島
連
絡
所

マ
川
月
刊
白
川
市
立
図
書
館

マ
叩
月
日
間
日
H
大
町
県
工
業
試
験
場

.
時
間
は
午
後
1
時
か
ら
4
時

移 動市 民相 談も

日
月
行
日
は
「
貯
蓄
の
日
」
0

こ

の
た
め

8
日
か
ら
げ
日
ま
で
特
別
運

動
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
ま
す
。

昭
和
幻
年
4
月
、
貯
蓄
増
強
中
央

委
員
会
が
発
足
し
た
際
、
貯
蓄
に
対

す
る
関
心
を
高
め
る
た
め
提
唱
さ
れ

毎
年
と
の
日
を
中
心
に
、
貯
蓄
推
進

関
係
の
行
事
や
P
R
が
全
国
的
に
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。

げ
日
が
「
貯
蓄
の
日
」
に
選
ば
れ

修
協
彰
後
物

vd

多
多
多
ゑ
グ
ゐ
物
多

た
の
は
、
こ
の
日
が
古
来
、
新
穀
を

神
に
跨
げ
て
感
謝
し
て
き
た
日
で
あ

っ
た
の
で
、
新
穀
は
勤
労
の
み
の
り

で
あ
り
、
こ
れ
を
た
い
せ
つ
に
す
る

と
と
が
貯
蓄
の
精
神
に
も
通
ず
る
と

い
う
ζ

と
か
ら
で
す
。

市
民
の
み
な
さ
ん
も
貯
蓄
の
日
を

機
会
に
、
長
期
的
な
生
活
設
計
と
合

理
的
な
生
活
態
度
の
確
立
を
は
か
つ

て
く
だ
さ
い
。

10 
月

中

登
録
手
数
料

三
百
円
、
注
射

料
二
百
円
、
注

射
済
票
交
付
手

数
料
六
十
円
が

い
り
ま
す
。

マ
上
中
島
連
絡
所
日
叩
月
5
目
前
9

1
m時
マ
市
農
協
松
倉
支
所
H
5

目
前
川
時
叩
分

i
什
時
叩
分
マ
北

山
鉱
泉
前
H
5
日
後
1
時
1
1
時
叩

分
マ
経
団
連
絡
所

H
6
日
前
9
時

初
分

i
日
時
叩
分

マ
日
カ
青
島
社

宅
H
6
日
後
ロ
時
初
分
i
2
時

マ

村
木
小
学
校
H
7
日
前
9
時
叩
分

i

n時
叩

分

マ

大
町
小
学
校
H
7
日

後
ロ
時
叩
分

1
2時
マ
上
野
方
連

絡
所
H
8
目
前
9
時
i
叩
時

マ

住

吉
小
学
校
H
8
目
前
川
時
加
分

i
日

時
叩

分

マ

魚
津
保
健
所
H
8
日
後

口
時
叩
分
i
2時
初
分
マ
市
役
所

前
H
H
目
前
9
時

i
ロ
時

寄

付

マ
二
万
円
H
吉
島
浅
野
信

一

マ

一

万
円
H
友
道
路
田
耕
造

マ

一
万
円

H
本
江
四
十
川
正

一

マ

一
万
円
日

本
江
岡
野
谷
竹
次
郎

マ

一
万
円
H

中
央
通
り
一
丁
目
中
村
外
茂
枝
マ

五
千
円
H
鹿
野
野
田
由
雄
マ
二
千

円
H
胞
熊
肥
塚
弥
作

マ
二
千
円
H

鉢
大
畠
敏
行
(
以
上
香
典
返
し
の

一

部
を
)

マ

一
万
円
H
友
道
酒
楽
会
代
表
高
木

弘
マ
一
万
円
日
諏
訪
町
大
西
喜
久

松
マ
三
千
七
十
九
円
H

本
江
魚
津

瞥
祭
署
長
、
い
ず
れ
も
社
会
福
祉
援

護
金
に
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

マ
十
万
円
H
浜
経
団
清
水
一
郎
(
う

ち
経
国
老
人
ク
ラ
プ
七
万
円
、
福
祉

援
護
金
二
万
円
、
老
人
ク
ラ
プ
連
合

会
一
万
円
)

九
十
歳
の
長
寿
者
に

お

祝

い

品

贈

る

市
で
は
敬
老
の
日
の
行
事
と
し
て

9
月
ロ
目
、
高
野
市
長
お
よ
び
谷

川
社
福
協
議
会
長
が
九
十
歳
を
迎
え

ら
れ
た
十
二
人
の
高
齢
者
宅
を
訪

問
、
お
祝
い
状
と
記
念
品
を
贈
り
ま

し
た
。
ま
た
、
八
十
八
歳
の
米
寿
者

十
五
人
に
は
県
知
事
か
ら
の
銀
盃
と

お
視
い
状
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

写
真
H
お
祝
状
を
受
け
る
新
金
屋
町

牧
野
す
ず
さ
ん

交
通
事
故
巡
回
相
談

日
月
の
相
談
日
は
、

9
日
(
金
)

午
前
川
時
か
ら
午
後
3
時
ま
で
市
役

所
市
民
課
で
ひ
ら
き
ま
す
。

危
険
物
取
扱

主
任
者
試
験

県
で
は
危
険
物
取
扱
主
任
者
資
格

試
験
を
け
月
8
日
(
日
)
午
前
9
時

か
ら
西
部
中
学
校
で
実
施
し
ま
す
。

受
験
希
望
者
は
、
願
書
を
叩
月
5
日

(
月
)
ま
で
富
山
県
消
防
課
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

八
講
習
会

V

乙
の
試
験
に
さ
き
だ
ち

予
備
講
習
会
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

V
一
般
講
習

H
m月
間
日
(
日
)
は
化

学
、
同
日
日
(
月
)
は
法
令

V
下
中
新
川
地
区
危
険
物
安
全
協
会
員

対
象
の
特
別
講
習

u
m月
日
日

時
間
と
場
所
は
、

三
日
間
と
も
午
前

9
時
か
ら
午
後
4
時
ま
で
魚
津
市
役

所
三
附
会
議
室
で

第
二
分
団

(荒
町
)
の

サ

イ

レ

ン

を

吹

鳴

毎
月
1
日
、
日
日
は
無
火
災
火
元

点
検
の
日
で
す
が
、
朝
了
時
と
夜
9

時
の
二
回
、

一
分
間
サ
イ
レ
ン
を
吹

鳴
し
て
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
防
火

を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

消
防
本
部
で
は
、
山
月
か
ら
さ
ら

に
第
二
分
団
(
荒
町
)
に
設
目
し
で

あ
る
サ
イ
レ
ン
も
吹
嶋
す
る
と
と
に

し
ま
し
た
の
で
、
火
災
と
ま
ち
が
わ

な
い
よ
う
と
注
意
く
だ
さ
い
。

統
一
地
方
選
挙
の

標
語
募
集

来
年
4
月
に
統
一
地
方
選
挙
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
明
る
く
正
し

い
選
挙
推
進
全
国
協
議
会
で
は
標
語

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

標
語
は
自
作
未
発
表
の
も
の
に
限

り
ま
す
。
は
が
き
一
枚
に
一
句
と
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
を
記
載
し

東
京
都
千
代
田
区
平
河
町
二
の
六
、

麹
町
会
館
内
(干
一

O
一
一
)
明
る

く
正
し
い
選
挙
推
進
全
国
協
議
会
へ

送
っ
て
く
だ
さ
い
。

(
一
人
二
枚
ま

で
)
結
果
発
表
は
ロ
月
中
旬
で
す
。

住
み
よ
い
社
会
を
つ
く

る
郵
便
貯
金
奨
励
運
動

郵
政
省
は
、
印
月
1
日
か
ら
一
か

月
間

「
住
み
よ
い
社
会
を
つ
く
る
郵

便
貯
金
奨
励
運
動
」
を
展
開
し
ま

す。
こ
の
運
動
は
、
郵
便
貯
金
の
お
金

が
大
脳
省
を
、
通
じ
て
、
全
国
の
都
道

府
県
や
市
町
村
な
ど
に
貸
し
出
さ
れ

住
宅
、

学
校
、
道
路
、
農
林
漁
業
の

近
代
化
、
社
会
福
祉
施
設
の
拡
充
な

ど
あ
ら
ゆ
る
面
で
役
立
っ
て
い
る
乙

と
を
広
く
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
市

民
の
み
な
さ
ん
に
、
よ
り
い
っ
そ
う

の
ど
協
力
を
お
願
い
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
す
。

魚
津
市
に
も
や
く
七
億
五
千
万
円

が
融
資
さ
れ
、
住
み
よ
い
社
会
づ
く

り
に
大
き
な
役
割
を
果
し
て
い
ま

す。「郵
便
番
号
は
お
便
り
の

み
ち
し
る
べ
で
す
」

便
利
な
電
話
の

い
ろ
い
ろ
を
展
示

電
信
電
話
は
、
現
代
の
社
会
生
活

に
欠
く
と
と
の
で
き
な
い
存
在
と
な

り
ま
し
た。

魚
津
電
報
電
話
局
で
は
、
電
信
電

話
創
業
百
年
を
記
念
し
て
、

電
話
交

換
の
模
僚
や
、
便
利
な
電
話
、
機
械
設

備
な
ど
を
市
民
の
み
な
さ
ん
に
み
て

い
た
だ
く
た
め
、

日
月
初
日
と
れ
日

の
二
日
間
、
午
前
9
時
か
ら
午
後
3

時
ま
で
準
備
い
た
し
ま
し
た
か
ら
ぜ

ひ
と
覧
く
だ
さ
い
。
連
絡
先
は
二

l

一
0
0
0番
で
す
。

A
A
日
曜
祭
日
の
当
番
医

V

V
4
日
H

(
昼
)
鴨
川
町
青
木
医
院

(
夜
)
新
金
屋
一
丁
目
森
本
医
院

v
m日
H
(
昼
)
本
江
浦
町
病
院

(
夜
)
本
江
浦
田
病
院

V
什
日
日

(
尽
)
本
江
沢
口
外
料
医
院
(
夜

)
浜
経
国
江
幡
医
院

V
同
日
H

(

照
)
住
吉
寺
崎
医
院
(
夜
)
友
道

附
屋
医
院

V
お
日
H

(
昼
)
臼
屋

小
路
藤
削
医

院

(

夜
)
角
川
町
宮

本
医
院


